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２００３年自然回復

      新
新年にあたり、２

話しあいましょう。 
行事に参加したこ

迎です。城址にできた

なお、午前中に当

講座があります。まだ参加申し込みされていない方は環

 
記 

１ 日 時： １月２６日（日）１３：００～１６：０

２ 会 場： 四葉集会所（四葉２丁目９）（新高島平駅

がわからない方は坂本まで） 
３ 持ってくる物：会費１０００円（お寿司代）、名札

４ 申し込み：瀬田３９６９―７１２４、または坂本０

 
 
 自然回復ボランティア活動講座第４回「崖線の緑を診

  日時：１月２６日（日）９：３０～１２：００ 
集合場所：高島平区民館集会室（三田線高島平駅か

内容：講義のあと、赤塚公園（徳丸７、８丁目）の

   島井先生の説明を聞きながら、赤塚城址とま

ろいのでは。 
2003年 1月 15日    第 34号 
発行：いたばし水と緑の会 事務局 

年会費 2,000 円 郵便振替 00170-8-352508 いたばし水と緑の会 
http://homepage3.nifty.com/mizutomidorinokai/ 
E-mail：mizumidori@nifty.com 
〒174-0063 板橋区前野町 5-31-7 瀬田方 tel&fax3969-7124 
 事始め 
年会のおしらせ 
００３年の展望・やりたいことをゆっくり

とがない人も、もちろん会員でない方も歓

バッタ広場の今後についても話し合います。 
会の島井先生が講師をされる板橋区の野外

境保全課にお問い合わせ下さい。 

０ 
と下赤塚駅の間の不便なところです。場所

（あなたの名前がわからない人のために） 
９０－４６２８－１２９５まで 

断する」 

ら徒歩５分） 
崖の自然をテーマとした観察会です。 
た違った崖の様子を勉強するのも、おもし

http://homepage3.nifty.com/mizutomidorinokai/
mailto:mizumidori@nifty.com
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ビオトープのザリガニ駆除に明け暮れた２００２年 
赤塚溜め池公園内のトンボ池の管理に携わってみて、アメリカザリガニの繁殖力のすさまじさに、

ただ驚くばかり。会員のみなさんと一緒に春から秋にかけて、月２回のペースで捕獲しましたが、

なんと１８００匹。なにか良い知恵はないものでしょうか。 
アメリカザリガニは、乗蓮寺下のミニトンボ池、徳丸が原公園の池ともに、繁殖しているようで

す。根気よく捕獲するしか方法がないのかも。２００３年、今年も気合いが入ります。 
アメリカザリガニは１９３０年頃食用ガエルのエサとして移入されたとのことですが、今では全

国制覇をなしとげている始末です。 
それに引き替え、ニッポンザリガニはどこにいったのでしょうか。秋田県ではニッポンザリガニ

を県の天然記念物に指定しているようですが、今では貴重な存在のようです。今年も駆除にみなさ 
んのご協力をお願いいたします。（森 輝夫） 

ザリガニ捕獲数

年月日 　　　赤塚ﾄﾝﾎﾞ池　 　　　乗蓮寺池 　　　　　　水　路 　　備考
ザリガニ 　　その他 ザリガニ 　　その他 ザリガニ 　　その他

2001/5/13 400

ｳｼｶﾞｴﾙ
(2)、ｺｲ(7)､
ｷﾝｷﾞｮ(7)、
ﾍﾗﾌﾞﾅ(1)、
ﾓﾂｺﾞ･ﾒﾀﾞ
ｶ･ﾀﾓﾛｺ多 かいぼり

2001/8/26 38
2001/9/9 50
2001/10/14 54

2001/12/16 34
ﾐｼｼｯﾋﾟｰｱｶ
ﾐﾐｶﾞﾒ

2002/2/17 425 箱舟の中
合計 1001

2002/5/13 401
2002/6/8 400
2002/6/13 230 広報でＰＲ
2002/6/21 46 6 ｷﾝｷﾞｮ１
2002/7/8 153
2002/7/17 20 ヒシ植栽
2002/7/22 180 18
2002/7/28 125 11
2002/8/30 126 0
2002/9/29 128 19 8
合計 1809 54 8  
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赤塚トンボ池の自然を考える 
清掃と生物調査（１２月１５日）・自然回復ボランティア活動講座「トンボ池を

つくったら何がかわったか」（講師：釣巻さん）（１１月１７日）の報告他 
 
１２月１５日（日）水路の落ち葉の掃除と、落ち葉の下の生物調査をしました。水路に落ち葉が

積もると流れが悪くなり、水圧で湧水は下に抜けて池に流入する水が減り、水位が下がります。そ

れも自然現象ですが、少し落ち葉を横にどかしてやります。 
落ち葉の下にいる生き物を探しました。いたのはスジエビ多数、小さめのザリガニ、ミズムシが

１，２匹、カワニナも割合多く見つかりました。オニヤンマやヘビトンボのヤゴは見あたりません。

見た感じと違って、生物相は非常に単純で貧弱。２種の生物だけがたくさん見つかること自体が不

自然です。 
 
１ヶ月前の１１月１７日（日）、板橋区の自然回復ボランティア活動講座で釣巻さんによる野外講

座がありました。テーマは「トンボ池をつくったら何が起こったか」。のっけに「結論から言うと小

さな池が一つ出来ても何も変わらない」でした（ガクッ）。 
そうはいうものの小さな池を見続けることにより、いろいろなことが見えてきたし、学んだ。 
箱舟にマルタンヤンマが産卵し羽化した。マルタンヤンマは移動性の高いトンボで、この池から

飛び立って後、次の水たまりと相手を見つけて産卵し、子孫を残す可能性となるとほとんどない。

一つしかない池には限界があるのです。 
もうひとつの例。オオアオイトトンボが池裏の斜面林にいる。このトンボは、池に張り出した枝

に産卵する（枝も邪魔にしてはいけないのだ）。成虫の行動範囲は非常に狭く、水辺近くの林から外

に出ない。マルタンヤンマの逆ですね。こんな水辺でオオアオイトトンボがずーっと生息し続けて

きたことは不思議ですが、生息に欠かせない樹林地がひとつの環境をつくっているのですね。 
この二種類のトンボの話からも、池だけを切り離して自然を云々することはできない、と納得し

ました。林も草原も大切な要素だと言うことです。 
ビオトープは住民参加でつくったが、管理はむずかしい。水際の枝を切るにも、良い影響と悪い

影響がある。当初環境保全課で水草を買って植えたが、この場所に元々生えていた種（遺伝子）の

視点がなく安易な判断だったと思う（反省しています）。また乗蓮寺下のビオトープをつくった年に

クロスジギンヤンマが１５０頭羽化し、私達は喜んだが、自然の池としては異常な数で、新しい環

境ができて競争相手がいなかったための現象と思う。 
この場所を見続けることで仄見えてくる生態系。草原や樹林地の昆虫の話は紙面の都合でカット

しますが、狭い範囲で単純に考えず、調査と長い目で見ていくことが大切と思いました。 
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おまけの話 「減農薬のための田の虫図鑑」を読んだ感想 
お正月に農文協発行の「減農薬のための田の虫図鑑」を読みました。「害虫・益虫・ただの虫」と

いう副題がついています。水田の生き物の食物連鎖（相関）に感心してしまいました。農薬をまい

たらイネの害虫を食べる虫もいなくなって、害虫が大発生すると言う話はわかりますが、ウンカ（小

さな小さなイネの害虫）につく寄生虫やダニが、ウンカの繁殖を抑制する話や、同じ虫が益虫にな

ったり害虫になったりなど、相関が単純ではないのです。また益虫でも害虫でもない「ただの虫」

（全体の９０％を占める）が、農業にただならぬ働きをしているとも評価しています。たとえば、

イネの紋枯病菌を食べるトビムシ、泥の中の有機物を食べるユスリカ（その働きはミミズ的）など。

農業にとってさえ、益と害に単純に分けられない、奥深いものがあります。木の葉の虫コブを切っ

てみて、いっぱい詰まっていたダニ（？）に驚いたことがありましたが、虫のお腹もムシコブのよ

うに膨れあがっていたり、宿主のお腹から頭をのぞかせている寄生虫の写真などは迫力があります。

お米づくりの現場では、虫がいて、虫がいて、困っているのに、ビオトープにさっぱりいないよう

に見えるのは、見方が悪いのか、いないのか、しんけんに考えたい。（坂本 郁子） 

東京都の緑のボランティア交流会に参加して 
１１月１６日、東京都環境学習センターで開かれ、私もはじめて参加させていただきました。 
１５団体（２５名）、個人会員約３０名が参加。各団体５分間の紹介時間が与えられ、私も会の宣

伝に努めてみました。 
都内から４団体、他は都下郊外の方々でした。会それぞれが問題をかかえており、中には消滅し

そうなところもあるようです。 
共通の話題としては 
・ 周囲の人々への宣伝と理解の求め方 
・ 会の運営または年間行事の予定を決めておく 
・ 各関係機関との交渉の進め方 
・ 高齢化の傾向にあるので、各地元でも若い人への参加呼びかけの努力など 
なお、各会とも、常時の参加者は３～１５名程度のようです。資料を３０部用意しましたが、当

会のが一番よかったようです（森 輝夫）。 

ホームページ再開できそう 
http://homepage3.nifty.com/mizutomidorinokai/ 
このほどようやく再開にこぎ着けました。植田陽一さん 
が工夫されたすばらしいホームページの形を引き継いでいき

ます。 

http://homepage3.nifty.com/mizutomidorinokai/


2003 年 1 月 15 日       ■■■ みずみどり第 34 号              ⑤ 

バッタ広場 植物のうつりかわり 
 
２年半の移り変わりで、移り変わりと言っていいのか、よくわかりません。多分、自然の時計で

は、人間の「１日のできごと」を記録しているようなものかもしれません。でも、どんどん変化し

続けています。 
草を刈らない場所ができたのは２０００年の４月、調査をしないうちに１年がたちました。翌年

夏に島井先生に指導していただき、被度調査をしました。被度とは、地面がある植物で覆われてい

る程度を表します。さまざまな植物が何層にもなって覆っている場合もありますが、見える植物だ

けでなく、その下に隠れている植物もかき分けて調べるのですが（ちょうど髪をかき分けてシラミ

を探すような感じ・・・やったことないけど）、けっこう楽しい作業でした。 
５ ４ ３ ２ １ ＋ 
１００～ 
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地点２　2001/10/5
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一年草（双子葉植物）
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被度調査は、２００１年８月、１０

、２００２年７月に実施しました。 
度調査をすると、その区間（２ｍ四

）にどんな植物が多いかがわかりま

。 
また、２００２年１０月には、バッ

広場の南北（３４ｍあります）に糸

張り、その糸上の植物も記録しまし

。この方法では林縁にあたる場所と、

原の真ん中にあたる場所の植生の違

がわかります。 
今回はその結果を一部ご紹介しま

。 
ビオトープが出来る前の調査はして

ません（残念）。下のグラフは草刈り

た場所（対照区）です。上の地点２

比べて種類も少なく、被度も大きく

いことがわかります。 

ヒメクグ
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定点１　2002/7/28

0 1 2 3 4 5

ブタクサ

イヌタデ

ヘビイチゴ

クローバー

タンポポｓｐ

イノコヅチ

チカラシバ

ヒメクグ

カモジグサ

クサイｓｐ

エノキ

 ２００２年になると優占種がはっきりし 
てきています。日陰のところ、草地の中央 
など調査地点によって植生が異なり、右の 
グラフは、草地の中央側です。  
１０月にはライン上の調査をしました。 
下のグラフは南北ライン上の樹木の本 
数です。南北で３４ｍあり、そのライン上 
合計７３本のエノキが生えていました。 
広場全体でいったい何本になるのでしょう。 
全部が大木になれません。エノキの生存競 
争競を見届けたい気持ちもありますが・・・春頃までにこれまでの結果をまとめる予定です（坂本）。 

南ー北ライン上の樹木（本数）

0

2

4

6

8

10

12

14

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34

区間（ｍ）

本
数

ケヤキ

アカメガシワ

エノキ

 
赤塚トンボ池と水路の維持管理について、 

板橋区環境保全課と協定を結びます。 
 

 いたばし水と緑の会は、区民参加で赤塚トンボ池をつくるための赤塚自然回復検討会のメンバー

として、自然池のプランづくりに関わってきました。池が完成した後、当初は検討会のメンバーが

引き続き管理に関わることになっていましたが、ほとんど参加されず、結果的に「いたばし水と緑

の会」が単独で、また環境保全課との共同で維持管理してきました。 
このたび、役割を明確にするために協定書を取り交わすことになりました。内容は、水路と池の

自然管理で、資材費は区で出しますが、管理作業にお金は出ません。無償です。 
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活動のお知らせ 
● 運営委員会は毎月第1金曜日です。興味のある方はぜひご参加ください。 

２月運営委員会 日 時： 2月 7日(金) 18:30～20:30 エコポリスセンター 

１月運営委員会 日 時： 3月 7日(金) 18:30～20:30 エコポリスセンター 

●会報の印刷・発送は奇数月の15日。お手伝いできる方は応援よろしく 

   日 時：3月15日(金) 17:30～  場 所：エコポリスセンター 

●活動の問い合わせは瀬田まで（3969-7124） 

毎月第４土曜日が定例の活動日です。この日は、赤塚や徳丸が原公園で私たちが作った自然の

場所を中心に自然観察とゴミ拾い、その後必要な修理等の管理を行います。観察会は原則とし

て雨天も実施します。 

● 新年会 表紙をごらんください。 

日 時：１月26 日（日）13:00～16:00    

場所：四葉集会所 

● 赤塚トンボ池の水路の調査と管理方針の検討会 

トンボ池と湧水水路の維持管理を正式にいたばし水と緑の会でやることになります。湧水水路

については、現状調査（測量等）を行い、午後はその結果をもとに今後の管理方針を考えます。 

日 時：２月１日（土）10:00～15:00雨天の場合は２月１５日（土） 

集合場所：赤塚トンボ池 

講師・指導：水研クリエイト（株） 尾坂 尚之 

持ち物：長靴、軍手、弁当、飲み物 

● 赤塚クリーンアップ 

梅まつりの前に、池のゴミ等の清掃と赤塚城址斜面林の中のゴミ拾いをします。 

日 時：２月２２日（土）10:00～12:00 なお雨天の場合は２３日（日）にします。 

  集合場所：赤塚トンボ池 

持ち物：長靴、ゴム手袋、タオル 

● 梅まつり 

梅まつり会場で赤塚トンボ池と会のＰＲをします。昨年同様の工作を考えていますが、詳

細は未定です。工作コーナーは例年にぎわってすごく忙しいので応援をお願いします。 

日 時：３月１日（土）10:00～15:00  

    ３月２日（日）10:00～15:00 

場 所：赤塚トンボ池 


